
※営業時間などデータは変更される場合があります。詳細は各施設にお問い合わせください。
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長さ63ｍの展望
台「PEAK」では、
歩きながら尾道水
道や瀬戸内の島々
の眺望が楽しめる。

壁の模様や階段のひび割れを
利用した環境アートも多数。作
品を探しながら歩くのも楽しい。

DATA 時間：見学自由（展望台
「P

ピ ー ク
EAK」内のエレベーターは9：00

～17：15）／電話：0848-38-9184
（尾道市観光課）

標高144.2ｍの小高い山、千
光寺山の山頂から中腹にかけて
広がる公園。「日本さくら名所
100選」に選定された桜の名
所で、春にはソメイヨシノ、しだ
れ桜、八重桜など1,500本の桜
が咲き乱れる。

入り口のレトロな映写
機は、実際に映画館
で使われていたもの。

DATA 時間：10：00 ～18：00（入館は17：30まで）／休：火曜（祝
日の場合は翌日）、12月28日～1月3日／電話：0848-37-8141

明治時代の白壁の倉庫を改修した映画資料館で、小津安二
郎監督の名画「東京物語」など、尾道を舞台にした映画のポ
スターや資料を展示。「東京物語」の予告編などを視聴でき
る20席ほどのミニシアターを備える。

尾道で最も古い「艮
うしとら

神社」の裏山に続く200ｍほ
どの細い路地。園山春二による「尾道イーハトーヴ」
プロジェクトにより、古民家をリノベーションした美
術館やカフェが立ち並ぶ。この路地のシンボル的存
在である「福石猫」はころんとした石にかわいらし
い猫の絵が描かれた作品で、現在はエリア全体で
合計1,000匹以上もの数となっている。
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DATA 見学自由／電話：0848-22-8158（尾道市港湾振興課）

尾道駅の南側に広がる港湾緑地。尾道水道沿いに延び
るウッドデッキにはベンチやテーブルが整備されており、
水道を眺めながらゆったりとした時間を過ごすことができ
る。尾道出身の彫刻家・圓

えん

鍔
つば

勝
かつ

三
ぞう

のブロンズ像「なぎさの
女神」がランドマークとなっている。

尾道駅前広場1

千光寺公園4

おのみち映画資料館2

DATA 時間：8：00 ～16：30／休：無休（金
こん

毘
ぴ

羅
ら

堂・平田玉
ぎょく

蘊
おん

記
念館は土日祝のみ開館）／電話：0848-23-2411 DATA 見学自由／電話：0848-23-4169（尾道イーハ

トーヴ 梟
ふくろう

の館）

平安時代の仏画で国宝の「絹
けん

本
ぽん

著
ちゃく

色
しょく

普
ふ

賢
げん

延
えん

命
みょう

像
ぞう

」を所蔵す
る由緒あるお寺。石門「延命門」のほか、尾道市天然記念物
で樹齢600年とされる「臥

が

龍
りゅう

の松」や、自分で粘土を握って仏を
作る「にぎり仏」が体験できる。梅雨の時季のあじさいも美しい。

walking 
map
約3.9km
65分

持光寺5

猫の細道3

1 尾道駅前広場

3 猫の細道4 千光寺公園

5 持光寺

2 おのみち
映画資料館
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尾
道
駅
南
口
を
出
る
と
、
古
く
か

ら
交
易
路
と
し
て
栄
え
た
「
海
の
川
」、

尾
道
水
道
が
見
え
て
く
る
。
こ
の
水
道

沿
い
の
緑
地
帯
「
尾
道
駅
前
広
場
」
が

最
初
の
ポ
イ
ン
ト
。
青
々
と
し
た
芝
生

が
茂
る
広
場
は
市
民
憩
い
の
場
で
、
水

道
を
行
き
交
う
フ
ェ
リ
ー
や
、
対
岸
の

向
島
に
そ
び
え
る
造
船
所
の
ク
レ
ー
ン

な
ど
、
港
町
な
ら
で
は
の
風
景
が
広
が

る
。
沿
岸
に
延
び
る
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
は

幅
も
あ
っ
て
歩
き
や
す
く
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
も
最
適
だ
。

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
抜
け
た
ら
、
一
本

入
っ
た
レ
ト
ロ
な
ア
ー
ケ
ー
ド
通
り

「
本
通
り
商
店
街
」
を
散
策
。
パ
ン
屋
や

カ
フ
ェ
、
雑
貨
店
な
ど
、
地
元
の
個
人

商
店
を
巡
り
な
が
ら
道
な
り
に
進
み
、

明
治
期
の
蔵
を
改
装
し
た
「
お
の
み
ち

映
画
資
料
館
」
へ
。
１
９
５
０
年
代
に

尾
道
で
撮
影
さ
れ
た
名
画
「
東
京
物
語
」

な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
が

展
示
さ
れ
て
お
り
、
古
き
良
き
時
代
の

邦
画
の
心
地
よ
い
世
界
に
浸
る
。

次
の
目
的
地
へ
の
道
中
、
頭
上
に
千

光
寺
山
を
登
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
見
え

る
が
、
あ
え
て
石
畳
の
路
地
を
歩
く
の

が
お
勧
め
。
路
地
は
や
が
て
緩
や
か
に

傾
斜
し
、
尾
道
名
物
で
あ
る
石
階
段
交

じ
り
の
「
猫
の
細
道
」
に
つ
な
が
る
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
園
山
春
二
が
手
掛
け

る
「
福
石
猫
」
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境

ア
ー
ト
が
ち
り
ば
め
ら
れ
た
空
間
は
ま

る
で
不
思
議
の
国
の
よ
う
。
こ
こ
ま
で

来
れ
ば
桜
の
名
所
「
千
光
寺
公
園
」
は

目
の
前
だ
が
、
最
後
に
上
り
坂
や
階
段

が
待
ち
受
け
る
。
そ
の
分
、
頂
上
に
た

ど
り
着
い
て
見
る
満
開
の
桜
と
瀬
戸
内

海
の
絶
景
に
は
格
別
の
感
動
が
あ
る
。

歴
史
あ
る
港
町
の
春
の
風
景
を
堪
能

し
た
ら
、最
後
の
目
的
地「
持
光
寺
」へ
。

く
ぐ
る
と
寿
命
が
延
び
る
と
さ
れ
る
石

門
「
延
命
門
」
は
、
石
畳
や
石
階
段
の

多
い
「
石
の
ま
ち
」
で
も
あ
る
尾
道
の

旅
の
締
め
く
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
。

「
坂
の
ま
ち
」
の
頂
上
か
ら
望
む

瀬
戸
内
海
と
桜
の
共
演

山
の
斜
面
に
民
家
や
寺
社
が
密
集
し
、
そ
の
間
を
縫
う
よ
う
に
路
地
と
坂
道
が
あ
る
尾
道
市
は

「
坂
の
ま
ち
」「
猫
の
ま
ち
」「
映
画
の
ま
ち
」
な
ど
数
々
の
異
名
を
持
つ
。

個
性
的
で
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
街
並
み
は
、
そ
れ
だ
け
人
を
惹ひ

き
つ
け
て
や
ま
な
い
。

見
ど
こ
ろ
満
載
の
港
町
を
の
ん
び
り
歩
い
て
、
新
た
な
魅
力
を
見
つ
け
に
行
こ
う
。

広島県
尾
おの

道
みち

市
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